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論文
問題劇の複合語一（二）一
柳田恭子
1．Hamlet，Troilus　and　Cressida，Alrs　Well　that　Ends　Well，Measure
for　Measureの間題劇に固有で“問題劇の複合語一（一）一”で扱わなかったよ
り複雑な問題のある複合形容詞を研究の対象とした。各複合語は第一に語の
形成のされ方，次いで各要素間の文法上の関係に基づいて分類された。複合
語の統語的関係を考える上で行ったパラフレーズに関してはこれ以外にも様
様な仕方が考えられる。語の解釈は主にSchmidtを参考とした。
II．複合形容詞の第一要素が形容詞で第二要素が名詞＋接尾辞一ed　partici－
pleが最初の6例　（false－hearted，short－armed，thick－ribbed，strong－
ribbed，great＿sized，sodden＿witted）である。このように名詞から形容詞を
作る為の一ed　participleは古いゲルマン語の接尾辞で，O　Eではんγ∫η8e4e
???
ed’や謡7δα8ede　喫sour－eyed，　blear－eyed’　の一edeで更provided
with’の意味があり，究極的には弱変化動詞の一edに関係する。OEやMEで
はこれらの語は過去分詞の接頭辞ge一，y一，i一等と一諸に現われた。　（例．
　　　　　　　　　　　　　　　　（1》Chaucer，Cant．A．3738忽一he毎更haired’）。このような語形成の仕方は英語
の動詞が何らの変化もなしに名詞から手軽に作られ得る点に関して貢献して
　　　　　　　　　　て　ききたことは十分考えられる。下記の複合語のうち※印のものは所以para－
synthesis（並置結合）と云われるものである。相手を悪く云う場合や修飾的
に用いられている。
一46一
Veγわαηdoわヅec孟
※false－hearted（rogue）…adj．／adv．十noun　Heart十一ed　participle
（T．V．1。86）1571　　　　　　　　　（十subj．）…subj．十（has）十adj．十noun
the　rogue　has　a　false　heart　　　　ぞdeceitful，perfidious’
前記の複合語と並列して形容詞＋名詞の類似の複合語が存在する：a　false
heart（traitor）（2H6，V．1．143）
※short－armed（ignorance）…adj．／adv．十noun　Arm十一ed　participle
（T．H．3．14）　　　　　　　　　　　（十一subj．）…subj．十（has）十adj．十noun
ignorancehasshort
arms　　　　　　　　　　　　　　　　fig。でhaving　short　arms，not　reaching
　　　　　　　　　　　　　　far’
これは比喩的な表現で意味上はあり得ないが，イメージとしては理解され得
ると思う。即ちignoranceislikeapersonwhohasshortarms，notfar－
reaching，unable　to　grasp　idea．　　擬人法の例である。
※thick－ribbed（ice）…adj．／adv．十noun　Rib．十＿ed　participle（十subj．）
（M．皿．1．122）　　　　　　　　…subl．十（has）十adj．十noun
t｝1e　ice　has　strong　ribs　　　　　　　　璽having　strong　ribs’
strong－ribbed（bark）…adj．／adv．十noun　Rib十一ed　participle（十subj．）
（T．1．3．40）×　　　　　　　　　　　…subj．十（has）十adj．十noun
the　bark　has　strong　ribs　　　　　　でhaving　strong　ribs’
vεγゐα記co即」餓e撹
※great－sized（coward）…adj．／adv．一←noun　Size十一ed　participle（十subj．）
（T．V．10．26）　　　　　　　　　　　…subj．十（is）十adj．十noun
the　coward　is　a　great　size　　　　　　　　　　ぞlarge，tall’
一行前にTitanがある関係上，giantやlargeが考えられるがgiant　cowardや
large　cowardにならないのは韻律との関係からかも知れない。
Tんe／b〃oω伽8∫s　pαγαPゐ7α5ed如鶴s加8αPγepos痂oπ’
sodden＿witted（lord）…adj．十nounl　Wit十一ed　participle（十noun2）
　　　　　　　　　　　　　　一47一
（T．∬．1．42）　　　　　　　　　　…noun2十（with）十adl。十nounl
the　lord　with　a　sodden　wit
The　participle　is　applied　to　the　highest　degree　of　dullness（as　it　were，
a　decoction　and　quintessence　of　stupidity）・一sodde　n
OEの現在形s6a6はMEに於て消失し過去分詞からのsodに取って代わられ
た。sod（den）に於ける母音はtrod（den）に於てと等しく短縮形となった。
Shakespeareには過去分詞としてsodとsoddenの両方がある。しかし付加語と
　　　　　　　　　　　しては普通はsoddenである。OEDにはsoddenは過去分詞，分詞的形容詞，実
詞，そして分詞的形容詞から作られた動詞（他動詞，自動詞）とあった。こ
こでは一応形容詞と考えた。
yeTわαη4C・曜飢eη置αηd認”εγわ酬C・η5翻η8・∫αP脚・S肋πα」吻αse／
次の第二要素のsaintedとfootedは動詞に由来している。
outward－sainted（deputy）…adj．／adv．十一ed　participle（十subj。）
（M．皿．1．89）　　　　　　　　　…subj．十（is）十noun十adverbial
the　deputy　is　a　saint　in
extemalapPearance　　　　ぐsaintinextemalapPearance’
v7eγ6　αηd　αd”eTδ∫αJ
free－footed一・adj．／　adv．十一ed　participle・・一ed　participle十adverbial
（H．皿．3．26）
footed　in　a　free　mannel　　　　　曜not　restrained　in　marching’
free－footedの方が簡潔で生き生きとした表現である。contextual　meaning…
too　much　fear　is　loosed　round
yε丁配ess
複合形容詞の第二要素が純粋な形容詞の例が下記の5例である。
seeming＿virtuous（queen）…adj．十adj．（十subj．）…subj．十（is）十adj．
（H．　1．5．46）×　　　　　　　　　　　　　　　　十adverbial
thequeenisvirtuous　　　。virtuousinapPearance，
in　apPearance　　　　　　　　　　　dissembling’
　　　　　　　　　　　　　一48一
OEDにはseeming＿virtuousの例は記載されていないがseeming－religious
（Montague，1641）があり，でhaving　a（specified）appearance’の意昧でseeming
は他の形容詞と共に使われハイフォンの付いた複合語を形成しadverbialな
働きをしているとあった。
dumb－discoursive（devil）…adj。十adj．（十subj．）…subj．十（重s）十adj。十
（T．IV．4．90）　　　　　　　　　　　adverbial
the　devil　is　discoursive　　　　　ぞspeaking　without　words’
in　a　dumb　state
これは正反対の意昧をもつ2つの形容詞から成り，理知的な洗練された表現
である。ハイフォンの代りにandとすると意昧は違ってくる。
次の3例は接続詞のandを補ってパラフレーズ出来る。
scurvy－valiant（ass）…adj．＋adj。（＋n・un）…adj．＋（and）＋adj．＋n・un
（T．H．1．44）×
thescurvyandvaliant
aSS
despiteful－gentle（greeting）…adj。＋adj．（＋n・un）…adj．＋（and）＋adj．
（T．W．1．34）×　　　　　　　　　　十noun
thedespitefulandgentle
greeting　　　　　　　　ぞdespiteful…fullofaversionand
　　　　　　　　　　　　　　contemptuous　hate，malicious’
n・blest－hateful（1・ve）…adj．（supeL）＋adj．（＋n・un）…adj．（supel．）
（T．W．1。35）×　　　　　　　　　　　十（and）十adj．十noun
the　noblest　and　hateful　love
他にnoblestを用いた複合語の例はnoblest－minded（Romans）（」．C．1．3．121）
である。despiteful＿gentle（greeting）もnoblest＿hateful（love）も反対に近い意
昧の2つの形容詞から成り，知的で冷笑的な心情を表わしている。
次の複合語は4つの形容詞から成る特殊なものであるが，一応それなりの単
一の意昧のまとまりがあるものと考えて複合形容詞として扱った。
　　　　　　　　　　　　　　一49一
tragical－comical－historical－pastoral…adj．十adj。十adj。十adj．…
（H．H．2．404）×　　　　　（apPositional）
ハイフォンの代りにコンマも考えられるが，コンマにすると1つ1つが独立
したものと考えられがちである。ハイフォンの方がそれぞれの関連性が感じ
られ易い。
fat－already（pride）…adj．＋adv．（＋subj．）…subj．＋（is）＋adv。＋一ed
（T．H．3．　193）　　　　　　　　　　participle十adv．
theprideisalreadyfattened
up　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽already　too　well　fed，
contextual　meaning…too　full　of　pr三de
擬人化の例である。第一要素が形容詞で第二要素が副詞と云う組み合わせの
複合形容詞は珍しいのではないかと思う。
副詞のnew（OE　niwe，ME　newe）が自由に使われることが廃れた一方，（NED
に於ける最後の引用例は1599年と1615年），newがしばしば分詞と一緒に複合
語に登場する。そこではそれはadjective－subjunct（πeω一」α’d　eggs　are　new
eggs）として考えられ得る。その意味は時にはでnewly，recently’であり，ま
　　　　　　　　　　　　　　く　ンた時にはぐanew，afresh’である。　The　Harvard　Concordanceによると
Shakespeareにはnewは241例あり，そのうち副詞的な使われ方をしているの
が44例ある。newを使った複合語は56例で，副詞的に機能しているのがその
うちの52例である。newlyは32例あるが複合語の一部として使われている例
は1つもない。
new＿hatched＿unfledged（courage）…adj．／adv．十＿e（l　participle十
（H．1．3．65）×　　　　　adj．（＋n・un）…adv．＋一edparticiple
the　newly　hatched　and　　　　　　十（and）十adj。十noun
unfledgedcourage
数詞には形容詞と集合名詞の用法があるが，この小論で扱っているのは全て
形容詞として機能している。
yeγ6α寵oδブec孟
　　　　　　　　　　　　　　一50一
six－gated（city）…adj．十noun　Gate十一ed　participle（十subj．）…subj．十
（T。ProL　1　5）×　　　　　　　　　　（has）十adj．十noun
thecityhassixgates　　　　　ぐhavingsixgates・
six－gated（city）の方が写実性がある。
yεγ6α媚αぬeγ伽J
five－finger－tied…adj．＋n・un＋一edparticiple…一edparticiple＋
（T．V．2，157）　　　　　　　　　　adverbial
tied　with　five　fingers　　　　　　　ぞtied　with　all　the　fingers　of　the　hand；
　　　　　　　　　　　　　eagerlymade’
これはぞtie’を誇張した表現である。
six　or　seven－times－honoured（captain－general）…adj．十conj．十adj．十
（T．皿。3。276）×　　　　　　　　　　noun十＿ed　participle（十subj．）…subj．十
the　captain－general　was　　　　　（was）十一ed　participle十adverbial
honoured　six　or　seven
times
非常に誇張された表現である。これと類似の表現としてKipl．L．9rlike　a
many－times－repeated　kisぎがあるが，subjunct（tertiary）が程度の副詞（well
を含む）時以外はpre－adjuncts（secondaryの前につくもの）としては一般に
少し不自然であるとJespersenは述べている151
第一要素が名詞の場合が次の4例である。
yeめαηdo6ブεc置
custom＿shrunk…noun十＿ed　participle…（x）十（has）十adj．十noun
（M．1．2．82）
x　has　fewer　customers　　　　　　でhaving　fewer　customers　than　formerly’
　　　　　　　　　　　　　shrink…　transferred　sense．．尼to
　　　　　　　　　　　　　reduce　in　number（rare）’（OED）
JespersenのA．M．E．G．（Part．VI．P165）には珍らしい複合語の例として挙げら
れ，分析はなされていない。
　　　　　　　　　　　　　一51一
Verb and complement (including a relative clause) 
sheep-biting(face)" 'verbal noun(rare)+ -ing participle(+ subj.)" ' 
subj.+ (is)+ (like)+noun phrase+relat. (M. V. 1. 350) 
the face is like that of cl use 
'fig. morose, surly, malicious' a dog which bites sheep 
contextual meaning"'He has a malicious(mean) face. This doesn't mean 
the face itself. Rather his personality is unpleasant. 
beef wltted(lord)~prgeon lrvered i~~f~-~i~~~)~;~~~)t~1)ft:~~~f~:~~,1~Elc 
~i~ U ~~~ ~. witted~livereda)-ed participlea)~~l)~¥I~ 'having the ways 
or character of' a)~:n~~~~) ~. 
The following are paraphrased by using a prepositional phrase/ a 
relative clause: 
beef -witted(lord)" 'nount noun2 Wit+ -ed participle(+ noun3)" 
(T. II . 1. 13) noun3+(with)+noun phrase 
the lord with the wit of 
a 'beef' 'with no more wit than an ox' 
:CL t) ~f/¥;~~~~)~:*~~~l~ 'beef' I~ 'ox' ~~:D~U stupid f~: ~a)~ ~ tL~v~ 
r,_･-. 
pigeon-livered"'noun+1 noun2Liver+-ed participle"'(x)+(relat. pron) 
(H. II . 2. 580) x +(has)+noun phrase 
x who has the liver of a 'pigeon' 'fig. of too mild a temper' 
'pigeon-livered'is applied to one incapable of anger.A pigeon was supposed 
to have no gall, and so to lack capacity for anger or resentment. 'Iiver' 
is supposed to the seat of love. Also the seat of anger. 'pigeon-livered' 
is to lack courage, to be cowardly (Skeat). ~~:f'~~+ a)~l~~~> ~ ~ ~ ~, 
Schmidta)~~~R~~~ Skeata)~~~ , ~ ~ ~ ~ ~ J~ ~~q)~~l~ f~: v~ ~' ~ ~~ ~ 'L~' ' 
f~i~~~selfa)~~i5~i~~:,f'~~~I~ f~: ~~. selfl~~~~/'/';~"^*~'~~~~, f~~q)~/"';~'**'~~a) J; ~ i: 
~~~.:.'~s'.~~'4~ ~t L , ~ tL I:4~l~~Q ;~ ~ tL~~i~~~Xl~f~~;~~~~~~;~1?~i:~.~~-
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致していた。この用法の他にselfはまた名詞とされ，myselfに於けるように
genitiveと一緒に結合されもした。現代英語ではこれら2つの用法の混清で
形容詞に於ける本来の格の区別が廃止された16）selfがgenitiveで使われるの
は稀でShakespeareのErr．1．2．504とSonn．13．7ではselfesである17）
Schmidtは下記のselfをpronominal　adjectiveと考えているが，一応それが妥
当と思われる。
self－graci・us（remembrance）●”pr・n・m・（ad」・）＋adj・（＋一1）…n・un≠
（A．IV．5．72）×　　　　　　　　　　（of）十adj．十adj．十noun
the　remembrance　of　his
own　grace　　　　　　　　　　　　　ぞhis　own　gracious　remembrance
　　　　　　　　　　　　　　self…pertainingtoone’sself
副詞のunderはマinsufficiently’の意味で形容詞の前に付けられる。純粋な形容
詞に付けられる場合はぐover’との対比以外は稀である。この場合も一行前に
over＿proudがある。
under－h・nest…adj．／adv．＋adj．…adv．＋一ingParticiple＋relat．clause
（T．H．3．123）
insufficiently　considering　　　　　璽too　little　considering　what　is
what　is　proper　　　　　　　　　　　becoming’
前後関係から考えると前記のSchmidtの解釈は適切なように思われるが，
under・honestの一般的な意味とは少し違い，複合語に少し過重の意味を負わし
ていると思われる。Onionsは普通の解釈で璽wanting　of　straightforwardness’
である。OEDのぞhonest’の項にばbefiting，becoming’の意昧がある。
前置詞のpastは元来過去分詞のpast（一passed）に由来する。16世紀から17世紀
頃まで散文作家達によっては稀ではあったが，詩人達は前置詞のpast＋目的
語よりなる句を使った。そして叙述的に2語で書かれているが，しばしば限
定的に使われた。そしてその後，統語的関係を明確にする為に必然的にハイ
フォンでっながれた。例えばamaladypastcureはpast＿cure（malady）と云
う風に。past－saving（slave）も同様である。pastの意昧は璽beyond　the　reach，
　　　　　　　　　　　　　　一53一
rangeorcompassoflnotwithinthescopeorrangeof，incapableof’で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　ヌ主に行為や心的状態を表わす語と共に使われる。
Veγゐα犯dco卯1佛ε撹
past－saving（slave）・一prep．十verbal　noun　in　－ing（十subj．）…
（A．IV．3．137）　　　　　　　　　　subj．十（is）十（beyond）十verbal　noun　in
theslaveisbeyond　　　　－ing（passive）
saving　　　　　　　　　　　　　　　　マabandoned，damned’
past－cure（malady）…prep．十deverbal　noun（十subj）…subj．十
（A．1．　1．121）　　　　　　　　　（is）十adj．
the　malady　is　incurable　　　　　璽incurable’
皿．複合形容詞の第二要素の形態が動詞＋一ed　participleが3例なのに対し
名詞十一ed　participleは9例ある。名詞＋一ed　participleの語形成のやり方は
OEにまで遡り，以後ずっと行われて来て今日に至っているが，H．Marchand
によると16，17世紀に特に多く作られたようである。Shakespeareに於ても
この型の複合語は多いのではないかと思われる。名詞＋一ed　participleの部
分は文字通りの意昧で，身体の一部分（short一α襯εd，pigeon一伽εγe4）や精
神（心）や知的なもの（false－heα丁陀d，sodden一ω痂ed，beef一ω∫泥ed）や外
観（great－5∫2ed）に関するもの等である。adj．＋heartedの型は古く14，15世紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（91に遡り5例あるが，false－heartedの例は記載されていない。　　pigeon－
liveredやbeef－wittedそしてsheep－biting等は比喩的な意昧で使われている。
このような場合，パラフレーズの仕方が少々やっかいである。これ等は類似
の複合形容詞一milk－liveredやbeef－brained一と比較して非常に具体的で
ユニークで詩的な趣きさえある。short－armed（ignorance）やfat－already
（pride）は一種の擬人法で極めてユーモラスな表現と云える。複合形容詞を構
成する2つの語が反意語の場合（dumb＿discoursive）や矛盾を含んだ表現
（despiteful－gentle，noblest－hateful）等は意昧や内容の瞬間的な理解を不可能
にするが，その緊張感は劇的効果を作り出す。形態上は形容詞と同形の副詞
　　　　　　　　　　　　　　一54一
が存在する一方，副詞的機能が16世紀に於て接尾辞一lyを付けることによっ
て明確化されたが，一ly形はこの小論で扱っている限りでは複合形容詞には
使われていない。通常の統語的関係とまぎらわしくなってしまうからであろ
うか。これはまた韻律とも関係してくる。一般にpastを使った複合語の例は
少なく，前述した如く主に詩人達によって使われたが，複合形容詞の例とな
ると一層稀でOEDではShakespeareの2例以外はShakespeare以後に2例あ
　　　　　く　　ンるだけである。複合形容詞の第一要素が主に前置詞旬でパラフレーズされる
のは，多少複雑な複合語の場合に多いようである。その場合，前置詞の選択
やパラフレーズの仕方には曖昧さがつきまとう。tragical－comical－
historical＿pastora蓋，new＿hatched＿unfledged（courage），six　or　seven－
times・一honoured（captain・general）等は特殊な複合形容詞と云える。英国の詩
は一般に複合語への嗜好を示してきた。それは単に言葉の簡潔さばかりでな
く複合語がたとえ不自然なものであっても，その存在が詩的言語を証明する
ものとなってきたからである。伝統的な詩的スタイルに於ては主語と動詞の
逆転は普通である。Shakespeare　は複合語の第二要素が分詞である形容詞
的なものを好んだようである。それは本来詩語である。H．Bradleyは詩や熱
情的な作品の英語は普通の散文の英語とはその造語の原理に於て相当な相違
　　　　　　　　　　じがあると述べている。通常の散文では考えられないような複合語もそこでは
受け入れられる。複合語の簡潔さの故に意味が曖昧になるということはあま
りない。複合形容詞は複合名詞よりも容易に理解され得るし，かなり自由に
使われたり，作られたりすることが可能である。造語に関して極めて柔軟性
に富んでいた当時の言語状況の中でShakespeareの卓越した創造性が複合
形容詞の領域に於ても比類なく発揮されたのである。
（1988年6月）
一55一
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
(9) 
(lO) 
(11) 
ibid 
O.Jespersen. A Modern English Grammar on historical principles PartVI(1909-49, 
1983. p425) 
O.Jespersen op. cit. p434 
O.Jespersen op. cit, p65 
A. M. E. G. ll. p373 
O.Jespersen op. cit. p337 
A. M. E. G. Vll. pl62 
A. M. E. G. VI. p265 'Am better then thy deere selfes better part.' 
(Err. II . 2. 504.(The Complete Works-original spelling) 
'Your selfe again after your selfes decease, 
(Sonn. 13. 7(The Complete Works-original spelling) 
O. E. D. 1933. 1970 p.538 
H. Marchand The categories and types of present-day English word-formation. 
1969 p266 
adi.+hearteda) 5 f~~: heavy-hearted, high-hearted, Iight-hearted, proud-hearted, 
simple-hearted. 
O. E. D. p539, past~F~]L~/._-~:~~~."'~･~'~~(7) 2 {~lj: Past-helping pickle(Chapmanl631) 
past-helping heart(S. Paterson. 1767) 
H. Bradley The Making of English 1970 pl04 
That same Diomed's a fedse-hearted rogue. 
a most unjust knave; (T. V. 1. 86) 
which short-armed ignorance itself knows is so abun-
dant scarce, (T. II . 3. 14) 
To bathe in fiery floods, or to reside 
In thrilling region of thick-ribbed ice, (M. lll. 1. 122) 
, and anon behold 
The strong-ribbed bark through liquid mountains cut, (T. I . 3. 40) 
I'll through and through you! and thou great-sized 
coward, (T. V. 10. 26) 
Do, do, thou stool for a witch! ay, do, do, 
thou sodden-witted lord! (T. ll. 1. 42) 
･･･This outward-svinted deputy, 
Whose settled visage and deliberate word 
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Nips　youth　i’th’head．（M．皿．1．88）
For　we　will　fetters　put　about　this　fear，
Which　now　goes　tooヵee一ノbo診e4．（H．皿．3．26）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；won　to　his　shameful　lust
The　will　of　my　most　see而η8一祝γ施o艇5queenl（H．1．5．46）
But　I　can　tell　that　in　each　grace　of　these
There　lurks　a　still　and　d郡観ゐ＿漉sco脚ε動e　devil（T．IV．4．90〉
Thou3cμγψ写＿ηαおα配ass！（T．n．1．44）
This　is　the　most　de5ρ琵e餌＿8e観Je　greeting，（T．W．　1．34）
Theη06’e5トんα孟e九’love，that　e’er　I　heard　of．（T．IV．1．35）
，hist・ricaレpast・ral，tragicaレhist・rical，置γα即一副一c・繍αi＿
んεs孟・ずεcα」一Pαs置・γα」，sceneindividable，（H．H．2．404）
But　do　not　dull　thy　palm　with　entertainment
Ofeachηcω一んα言cゐe伽頑ed8edc・urage．（H．1．3．65）
That　were　to　enlard　his∫碗＿α’Tεαdg　pride，（T．皿．3．193）
　　　　　　　　　　　　　Priam’s5な一9α君ed　city，
Dardan，and　Timbria，Helias，Chetas，Troien，（T．Prol．15〉
The　bonds　of　heaven　are　slipped，dissolved　and　loosed，
And　with　another　knot，ガ’ue＿万’η8eγ一泥ed，（T．V　皿．157）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，andtoprocure
safe＿conduct　for　his　person　of　the　magnanimous　and
most　illustriousε動一〇γ一se拶eη一麗飢e5一んoπo駕γed　captain－
general　of　the　Grecian　army…（T。皿．3．276）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，and　what　with　poverty，
I　am　c鴬s孟o兜＿sゐ働πゐ．（M．1．2．82）
Show　your　knave’s　visage，with
a　pox　to　you…show　your　sゐeep一配蕗η8face，and　be
hanged　an　hour…（M，V．1．350）
The　plague　of　Greece　upon　thee，thou
mongrelδee∫＿ω競ed　lord！（T．H．1．　13）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　it　cannot　be
But　I　am　p∫geoπ＿’ぬeγed，and　lack　gall…（H．E．2．580）
　・，in　the　minority　of　them　both，his
majesty　out　of　a　se’∫＿8γαc∫o螂remembrance　did　first…（A．IV．5．72）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；and　you　sha1l　not　sin
If　you　do　say　we　think　him　over＿proud
And駕記eγ一hoπe5♂，in　self－assumption　greater
57一
Than in the note of judgement; (T. I . 3. 1 23) 
All's one to him. What a past-saving slave 
is this! (A. IV. 3. 1 37) 
: I say we must not 
So stain our judgement, or corrupt our hope, 
To prostitute our past-cure malady"' (A. H . 1. 121) 
Texts: 
Hamlet, Troilus and Cressida. All's Well that Ends Well, 
Measure for Measure, (The New Shakespeare, Cambridge Univ. Press) 
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